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令和 7 年 1 月 18 日 

神海丸（Letter from the Chief Radio Operator）                                     

 

 

浜田港停泊中の神海丸です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 2m/s 弱の弱い風ですが、放射冷却により 2.8℃。一段と寒～い朝を迎えました。

でも日中は久しぶりに気温が上がりそうです。 

 まだ薄暗い 6 時 30 分 神海丸の一日がスタートします。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

明日は出港の神海丸！ 
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食事の様子  

船内での食事はとても楽しみです。「神海丸ご飯」はどうですか？と尋ねると・・・

「美味しいです」の言葉が返ってきます。昨日夕食はハンバーグ！ 

神海丸では、好き嫌いに配慮はしませんが・・・時には海老やソバなどアレルギー反

応を示す実習生がおります。そうした実習生には別メニューを提供しています・・・

コックさんたちの力ですね！ 

  

  

 

 

 

 

 

                       豚キムチ 
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食事の後には、パーティションや机上を消毒しています。また通路の手すりも毎日消

毒しています・・・出港は明日 10 時 この成果が実りますように！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

船内学習 

出港準備は整いました。きょう 18 日は予備日。 

午前中生徒食堂と船員食堂に分かれて船内学習が行われました。 
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まだ始まったばかりの航海実習ですが、先生方の教育にかける熱量がすごいですね

～！  

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 月に国家試験受験を予定している専攻科生は真剣

さが違いますね！ラムネと書いた袋が気になりま

すが・・・ 

 

専攻科生は学ぶ姿勢が結果に繋がります・・・ 



6 

きょうの昼食は豚丼。大きな器にご飯たっぷり、汁だくの豚肉をたっぷりのせて食べ

ます。 
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食事の最後は調理を担当したコックさん 3 名が食事をとります・・・がなな無い！ 

もひとつおまけに無い ご飯（お米）がほとんどありましぇん！ 

最後に分け合って食べるしかありましぇん・・・ 

美味しい、美味しいとたくさん食べてくれるのは嬉しいのですが自分たちのが無く

なるほどとは！・・・・恐るべし実習生！ 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

昼食後、生徒室をちょっとだけ拝見！  

4 人部屋を 2 人～３人で使用しています。 
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午後、本科生は乗組員から船内生活について講話をいただきました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

緊張気味の本科生。明日はいよいよ太平洋に向け出港します。電波も数日後には届

かなくなります。 

 保護者の皆様、特に本科生の保護者の皆様はご心配だと思います。しか～し！大丈

夫です。子供たちの成長を期待し帰ってくるのを待ちましょう。 

 専攻科生くらいになると・・・（あぁ先生、今休憩で～す！と目だけこちらを見て

微動だにせず）・・・こうした態度をとるようになります・・・あまりの緊張感のな

さに今度カツをいれておきます・・・・！ 
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それでは、行って参ります！ 
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